
 

 

(2) マウスを用いた寄生虫感染に対する宿主抵抗性機構の解析 

寄生虫症は国内では稀な疾患であるが、世界的には相変わらず多数の感染者・死亡者を出し続けてい

る。他の感染症と異なり依然としてワクチンが開発できていない事に加え、他の感染症と同様に薬剤耐性

株の蔓延が起こるなど、新たな治療法の開発は急務となっている。以前より、寄生虫感染時の宿主病態

には宿主の遺伝的要因が強く関与していることが知られている。我々はこの宿主の遺伝的要因を解明

し、それをヒントとした新たな治療法の開発を行うために、マウスの順行性遺伝学の手法を用いて寄生虫

感染時の宿主の感染応答に重要な役割を持つ新規遺伝子を単離・同定しその機能解析を行う事を目的

とした解析を行っている。 

マラリアは全世界で毎年百万人以上の死者を出す人類にとって最も危険な感染症の一つである。以前よ

りマラリア病態にはある種の赤血球異常症などの宿主遺伝子が関与することが知られている。そこで我々

は、厳密な遺伝解析が可能なマウスをモデルとして、マラリア原虫感染抵抗性機能を有する宿主の新規

遺伝子を同定しその機能を解明し、マラリアの治療法や予防法の開発に繋げたいと考えている。これまで

にネズミマラリア原虫感染に対して抵抗性を示すマウス 129/SvJ系統と NC/Jic系統の交配群を用いた解

析から、強力な原虫増殖抑制遺伝子(Pymr : Plasmodium yoelii malaria resistant locus)がマウス第 9番染

色体に存在することを明らかにした。現在、感受性系統に抵抗性系統の Pymr 領域を導入したコンジェニ

ック系統を作出しその機能を解析すると同時に、複数のサブ・コンジェニック系統を作成して Pymr の位置

の限局を行っている。また、マラリアにおける主要な死因となる脳マラリアやマラリア腎症の発症に関与す

る遺伝子についても同様に解析を行っている。 
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